
28→144MHz コンで

オスカー10 が受かるまで

10 月号で紹介した 28→144MHz

クリコンは、いかがでしたか。私

もあれから 1 カ月間いじって、い

ろんなことを体験しました。

28→144MHz クリコンを使って

みて、まず気がついたのは、混変

調妨害のひどさでした。

私の家は東京の東 20 ㎞くらい

のところにあるのですが、約 15m

の高さにあげた 7 エレ八木アンテ

ナを東京のほうに向けると、S メ

ーターは 4～6 で振れっぱなしに

なり、ピプ・パピ…とポケット・

ベルの混変調がにぎやかです。

そこで、第 1 図のように初段の

RF 増幅を省略して RF 増幅 1 段に

してみました。

結果としては、まだ混変調妨害

はありますが、とにかくオスカー

10 の 145.81MHz のビーコンが受

かるようになりました。

さて、混変調妨害を取り除く特

効薬の一つが、「エレクトロニク

ス・アイデア製作集」の㉘で紹介

した“144MHz 帯用アンテナ水晶

フィルター” です。

このアンテナ水晶フィルターは、

通過帯域幅が 20kHzの水晶フィル

ターを使っていましたから、ポケ

ット・ベルなどバンド外はもとよ

り、バンド内の強力な電波からの

妨害も取り除くことができました。

そのかわり、受信周波数を変え

ようとすると、局発の周波数も変

えなければならず、そのつど調整

が必要でした。

今回作ってみるのは、アンテナ

水晶フィルターの簡易型ともいえ

るもので、フィルターには FM ラ

ジオ用の 10.7MHz のセラミッ

ク・フィルターを使います。

このセラミック・フィルターの

通過帯域幅は 200～300kHzありま

28→144MHz クリコンで

オスカー10 が受かるまで

アンテナ・フィルターの計画
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すから、局発は固定のままでも、1

個の水晶発振子で、例えば 144.0

～144.3MHz の CW/SSB バンドと

か、145.8～146.0 のオスカー10 の

バンドをカバーすることができま

す。この様子を、第 2 図に示して

おきます。

なお、セラミック・フィルター

の性能は、水晶フィルターに比べ

ればぐんと劣ります。そういうわ

けで簡易型といったわけですが、

このアンテナ・フィルターはその

つもりでみてください。

そこで、これから作るアンテ

ナ・フィルターの具体的な計画で

すが、簡易型ということで 2～3

の実験も試みたのですが、結局は

前に成功しているアンテナ水晶フ

ィルターのやり方しかありません

でした。

こうしてでき上がったのが、第

3 図のブロック図です。最初、ち

ょっと高価な DBM を使わずにす

む方法を実験してみたのですが、
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見事に失敗しました。

局部発振は、最初のトランジス

タは発振だけとし、つぎのトラン

ジスタで逓倍をする手もあります。

事実、今までだとこのような例は

そうしてきたのですが、今回は

DBM に十分なレベルの局発信号

を供給することを考え、2 段目は

増幅だけですます方法としました。

DBM を使ったセットでは、この

ように局部発振をきちんとするの

が成功のカギになります。

では、アンテナ・フィルターの

製作にとりかかりましょう。

第 4 図が、これから作るアンテ

ナ・フィルターの回路です。

まず、FET1 と FET3 は 144MHz

の増幅で、回路はおなじみのもの

です。FET3 のソースにはいってい

る VR は、アンテナ・フィルター

のゲインを加減するもので、これ

によってほぼ 0～10dB程度にわた

ってゲインを調節できます。

2 個の DBM は同じものでよく、

ローレベル用の中から最も安価な

ものを選びました。R&K の M3 で

は、局発の入力は＋2～＋10dBm

くらいあれば OK です。

コイルやセラミック・フィルタ

ー、水晶発振子のデータは第 1 表

に示したとおりです。

ここでちょっと DBM と CF、そ

れに L3と L4の 10.7MHz の IFT の

ところを見てください。

まず、DBM の入出力インピーダ

ンスは 50Ω で、セラミック・フィ

ルター（CF）の入出力インピーダ

ンスは 330Ω です。このインピー

ダンスが同じならいきなりガチャ

ンとつなげるのですが、これでは

直接つなぐわけにはいきません。

そこで、DBM と CF の間にイン

ピーダンス・マッチング用のトラ

ンスを入れますが、それが二つの

IFT になります。この間の様子を

示してみると、第 5 図のようにな

ります。

そこで、インピーダンス計を使

って東光の IFK107Aを第6図のよ

うにして測ってみました。

結果はご覧のとおりで、ぴった

りとはいきませんが②のやり方な

アンテナ・フィルターの作り方
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ら使えそうです。第 4 図の回路は、

この結果によってまとめたもので

す。

局発は、Tr1 で 28→144MHz クリ

コンのところでやったのと同じ方

法で、いっきょに 130MHz 台の出

力を取り出しています。Tr2 では、

これを増幅します。

では、第 4 図に示したところを

プリント板の上に作ることにして

部品を集めましょう。

第 2 表が、プリント板の組み立

てに必要な部品の一覧です。

ここで、水晶発振子の周波数を

第 1 表で計算していて、面白いこ

とに気がつきました。この周波数

は、実は以前の水晶発振式の 2m

の FM トランシーバーで、中間周

波が 10.7MHz の場合の受信用の

水晶発振子そのものなのです。今

回はとりあえず、受信周波数の中

心値が 144.20MHz (44.5MHz) と

145.9MHz (45.066MHz) のものを

求めてきましたが、これらは当時

作られたものらしく、ちゃんと 2m

の周波数が刻印してありました。

なお、水晶片はピン・タイプの

HC25/U としておき、ソケットを

使って差し替えられるようにして

おきます。

10.7MHz のセラミック・フィル

ターは普通のもの (例えば、ムラ

タの SFE10.7MA、スプリアス減衰

量 30dB 以上) でもいいのですが、

できれば性能のいいもの (例えば、

ムラタの SFE10.7MS、スプリアス

減衰量 40dB 以上) を使いたいと

ころです。

いずれにしても、入手できるも

のを使うより仕方ありません。

第 7 図が、プリント板のプリン

ト・パターンです。プリント板の

加工がおわったら、部品を取り付

けて組み立てておきます。

さて、このアンテナ・フィルタ

ーをどのように使うかですが、ト

ランシーバーにつないで送受信に

使うには、最初に紹介したアンテ

ナ水晶フィルターの場合のように、

スタンバイのためのコントロール

部などを用意しなければなりませ

ん。もし、そのように使いたい場

合には、「エレクトロニクス・アイ

デア製作集」の p.213 の第 11 図の

ようにまとめてください。

ここではとりあえず受信だけを

対象とし、簡単にまとめてみるこ

とにしました。

…といっても、アンテナ・フィ

ルターの通過帯城をはずれたとこ
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ろを受信したいとか、アンテナ・

フィルターの効果を知りたいとい

ったときのことを考えて、第 8 図

のように切り替え部を設けて、ス

ルーにできるようにしてみること

にしました。

スイッチに使ったリレーは、お

なじみのオムロンの G2V です。こ

のリレーは小型のものですが、2

～3W のパワーなら通すことがで

きます。FT-290 のようなトランシ

ーバーなら、切り替え部をトラン

シーバーでコントロールすること

により、送信にも対応できるよう

になるでしょう。

第３表に切り替え部の部品を、

また第 9 図にプリント・パターン

を示しておきますので、製作のと

きの参考にしてください。

切り替え部のプリント板が完成

したら、28→144MHz クリコンの

ときと同じように、タカチ電機の

KB-3 というケースに入れてみま

しょう。

第 4 表が、全体のまとめに必要

な部品の一覧です。部品が揃った

ら第 8 図のように配線をして、ア

ンテナ・フィルターの完成です。

組 み 立 て を お わ っ た ら 、

28→144MHz クリコンとアンテナ

の間に本器をつなぎます。

電源は 28→144MHz クリコンか

ら供給してもいいのですが、その

ときにはクリコン側の電源を強化

しなければなりません。

電源をつないだらソケットに水

晶発振子をさし、局発の L7～L9を

調整します。L7 は発振をすればよ

く、L8と L9は局発の出力が最大に

なるように調整します。

では、44.5MHz の水晶発振子を

使って、144.2MHz±150kHz あた

りを受信してみましょう。

本器がうまく働いていれば電波

が受信できますから、144.2MHz

付近の安定した電波を受信し、L1

～L6 を調整します。

うまくいったら本器のスイッチ

を ON/OFF してみて、親受信機の

S メーターの振れがほぼ同じにな

るように VR を調整します。もっ

とも、アンテナ・フィルターにゲ

インを持たせたかったら、そのよ

うに VR を調整してもかまいませ

ん。

  さて、完成してみての結果です

が、今まで混変調妨害のかげにか

くれていた S3～6 くらいの信号は

みごとに浮かび上がってきます。

でも、やはり本器からのノイズ

の発生があり、ノイズすれすれの

信号には問題があります。これは、

オスカー10 の信号に対しても同

じです。

そこで、もっともノイズの発生

に関係する FET3を、GaAsFET の

3SK121 にとりかえてみました。こ

れで、ぐんとノイズが減りました。

口

調整と使い方
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